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●一般選抜(制限時間 60 分)───────《傾向と対策例》 

問題構成（すべて記号選択式、小問数は全体で 25～35、100点満点*） 

*大問Ⅰと大問Ⅱの配点比率は、1:1もしくは 2:3（難易度に応じて配分）。 

**Ⅰの各小問は、それぞれ４～６の枝問で構成される。Ⅱの小問は、文章を正しく読解・解釈

できているかどうかを、主に正誤問題形式で問う。 

***近代以降の文章（小説文は出題しない）。 

 

 

大問 小問** ジャンル 設問内容・傾向 対策例 

Ⅰ 

国

語

常

識 

問 1 
漢字 

熟語 

日常生活でよく使われてい

る漢字や熟語の読み書き

（常用漢字に限る）や意味

などを問う。→出題例１ 

授業で学習した漢字・熟

語・故事成語などを整理

しておく（大学入試用の

初級問題集などで）。普段

から知らない漢字、意味

のわからない熟語を調べ

る習慣をつける。 
問 2 

慣用句 

故事成語 

カタカナ語 

新聞、テレビ、書籍などでよ

く使われている有名な慣用

句や故事成語、カタカナ語

などを問う。→出題例２ 

問 3 

文法 

語法 

表現技法 

高校までに学習してきた国

文法の基礎知識（日本語常

識）を問う。→出題例３ 

授業で学習した国文法の

知識を「国語便覧」などで

整理しておく。また、敬語

の種類や用法、比喩表現

（直喩・暗喩・擬人法）、

手紙文などに関する基礎

知識を身につけておく。 
問 4 

文学史 

敬語 

手紙文 

授業で学習してきた文学史

や敬語など、高校卒業時ま

でに習得しておきたい国語

常識を問う。→出題例４ 

Ⅱ 

長

文

読

解 

5～8問 

評論 

エッセイ 

随筆*** 

(3000～

4500字) 

・空欄補充（語い） 
・文章や段落の接続関係 
・傍線部の解釈 
・文章構成※ 
・表現方法※ 
・筆者の主張 
・全体の趣旨 
 

※素材となる文章によって

は出題されない。 
 

出題傾向は「大学入学共

通テスト」にほぼ準じる

（難易度は大学入試の基

本レベル）。現代文が苦手

な人は、基礎レベルの読

解用参考書を１冊仕上げ

てから、共通テスト過去

問を２～３年分解いてお

く。現代文が得意な人も、

共通テスト過去問を解い

て長文読解に慣れておく

とよい。 
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【
出
題
例
１
】

A
凡
例
と
は
、
書
物
の

B
カ
ン
頭
な
ど
で
編
集
方
針
や
使
用
法
な
ど
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

【
正
解
】 

A 

は
ん
れ
い 

 

B 

巻 

 
【
出
題
例
２
】
弟
は
絵
が
上
手
で
は
な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
が
、（ 

 
 
 
 
 

）
県
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
す
る
実
力
を
有
す
る
。 

 
【
正
解
】
曲
が
り
な
り
に
も 

 

【
出
題
例
３
】
次
の
文
で
使
わ
れ
て
い
る
表
現
技
法
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
あ
と
の
ア
～
エ
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 

や
が
て
彼
は
泥
の
よ
う
に
眠
っ
た
。 

 

【
正
解
】
直
喩
（
明
喩
） 

 

【
出
題
例
４
】
次
の
文
章
は
、
平
安
時
代
の
文
芸
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
空
欄
（ 

A 

）
に
該
当
す
る
作
品
名
と
（ 

B 

）
に

該
当
す
る
作
者
名
の
組
み
合
わ
せ
を
、
あ
と
の
ア
～
カ
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

  
 
 
 
 

 

「
春
は
あ
け
ぼ
の
。
や
う
や
う
白
く
な
り
ゆ
く
山
際
、
少
し
明
か
り
て
、
紫
だ
ち
た
る
雲
の
細
く
た
な
び
き
た
る
。」
の
書
き
出
し

で
知
ら
れ
る
（ 

A 

）
は
、
一
条
天
皇
の
中
宮
定
子
の

寵
愛

ち
ょ
う
あ
い

を
受
け
た
（ 

B 

）
の
作
品
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【
正
解
】
A
『
枕
草
子
』 

 

B 

清
少
納
言 

 

別掲資料 （注）解答は適切な選択肢記号を選んで解答用紙に記入（１つまたは複数）。 

 


